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形 容 詞 対 は､ 試 験 林 に お け る SD法 実 験 に 対 応 す る た め､ 現 地 の 写

真 か ら 連 想 さ れ る 形 容 詞 を 多 数 収 集 し た うえ で ､ ヒ トの 感 覚 (5感

= 視 覚､ 聴 覚､ 喚 覚､ 触 覚､ 味 覚 ) と 評 価 ･価 値 判 断 に 係 る 思 考 を

幅 広 く カ バ ー す る よ う 配 慮 し､ 森 林 へ の SD法 適 用 例 (3)(17)(20)(24)

(33)(67)も 参 考 に し な が ら 選 定 し たo

選 定 し た 形 容 詞 対 は 30で 他 の SD法 適 用 例 の 10-16対 に 比 べ 多 い が､

森 林 の 複 雑 な 環 境 刺 激 に 対 す る 心 理 反 応 を と ら え る た め 幅 広 い 内 容

と し た も の で あ り､ 空 間 を 対 象 と し た SD法 の 評 定 尺 度 と し て は 標 準

的 な 数 (47)で あ る｡

心 理 実 験 は (表 -6)に 示 す と お り1993年 6月 か ら1994年 5月 に か

け て 計 6回 行 っ た o 被 験 者 は 高 校 生 が 1グ ル ー プ (計 9名 ) ､ 大 学 生

が 2グ ル ー プ (計 24名 )､ 市 民 が 3グ ル ー プ (･計 55名 ) の 6グ ル ー プ､

義-6 心理実験の概要

性 人 数 実 験 日 天 気 概 況No 属

1 大学生

2 高校生
3 市 民

4 市 民
5 大学生
6 市 民

(農 学 部 4年 生 )

(普 通 高 校 生 徒 )

(環境研究グループ)

(自然愛好グループ)

(農 学 部 4年 生 )
(農林関係会社負)

10名 1993.6.8
9名 1993.8.29
24名 1993.9.18
12名 1993.ll.6
14名 1994.5.20
19名

晴 時 々 曇

曇 時 々 晴

雨 一 時 曇

晴 時 々 曇

晴 一 時 曇

1994.5.22 曇後晴一時雨

天気概況は盛岡地方気象台による
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88名 で あ る (以 下､ 各 回 の 被 験 者 グ ル ー プ を 第 1-6グ ル ー プ と 呼 ぶ )o

実 験 当 日 の 天 気 概 況 は お お む ね 晴 ま た は 曇 で あ る が ､ 第 3回 お よ

び 第 6回 の 実 験 の 際 に は 一 時 小 雨 が あ っ た｡

実 験 は 立 木 密 度 の 異 な る 森 林 の 比 較 を 行 う た め､ A 区､ B 区､ C

区､ D 区 の 各 試 験 区 に お い て 行 っ た｡ 試 験 区 の 概 要 は 前 記 (Ⅱ 章 )

の と お り で あ る｡

被 験 者 に は 各 試 験 区 内 に お い て 十 分 な 環 境 刺 激 を 受 け る よ う 歩 道

の 起 点 か ら ゆ っ く り歩 行 さ せ､ 歩 道 終 点 で 折 り返 して 起 点 か ら 100孤

の 実 験 地 (前 掲 図 - 3) に も ど っ た と こ ろ で 評 定 用 紙 へ の 記 入 を 行

ゎ せ た (写 真 -6) o 各 試 験 区 の 起 点 か ら 評 定 地 点 ま で の 歩 行 時 間

は お お む ね 10- 15分 程 度 で あ っ た｡

評 定 用 紙 へ の 記 入 は 各 評 定 尺 度 上 の 7段 階･の い ず れ か に 丸 印 を つ

け る 方 法 と し たo 実 験 は A 区 - B区 - C区 - D 区 の 順 に 連 続 し て 行

っ た｡

な お ､ 第 3回 の 実 験 に お い て は 降 雨 の た め ､ 全 試 験 区 の 歩 行 を 行

っ た 後 に 室 内 へ 移 動 し て 評 定 を 行 わ せ たo

各 グ ル ー プ に よ る 評 定 結 果 は 分 析 結 果 の 解 釈 を 容 易 に す る た め､

各 評 定 尺 度.に つ い て 悪 い 評 価 ～ 良 い 評 価 に 1-7の ポ イ ン トを 与 え た

上 で 分 析 に 供 し た｡

評 定 尺 度､ 被 験 者 の 設 定 な ど 実 験 方 法 の 安 当 性 に つ い て 検 討 す る
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主 要 因 子 軸 の 意 味 に つ い て 因 子 軸 を 構 成 す る 評 定 尺 度 か ら 考 察 し た｡

さ ら に､ 各 グ ル ー プ の 第 1因 子 軸､ 第 2因 子 軸 に よ り 構 成 さ れ る 心

理 空 間 上 に 各 試 験 区 の 平 均 因 子 得 点 を 布 置 し､ 各 試 験 区 の 特 徴 と 心

理 空 間 上 の 位 置 づ け の 意 味 を 考 察 し たo

ま た､ 個 別 グ ル ー プ の 分 析 結 果 か ら グ ル ー プ 間 に 共 通 性 が 認 め ら

れ た の で､ 全 グ ル ー プ の デ ー タ を 共 通 し た 尺 度 上 で 比 較 検 討 す る た

め に､ デ ー タ を 一 括 し､ 先 と 同 様 な 手 順 で 因 子 分 析 を 行 っ たo

続 い て､ 主 要 因 子 軸 の 意 味 に つ い て､ 因 子 軸 を 構 成 す る 評 定 尺 度

か ら 考 察 し た｡ さ ら に､ 第 1因 子 軸､ 第 2因 子 軸 に よ り 構 成 さ れ る 心

理 空 間 上 に 各 グ ル ー プ､ 各 試 験 区 の 平 均 因 子 得 点 を 布 置 し､ 各 グ ル

ー プ､ 各 試 験 区 の 特 徴 と 心 理 空 間 上 の 位 置 づ け の 意 味 を 考 察 し たo

加 え て､ 心 理 構 造 と 森 林 構 造 の 定 量 的 な 関 係 を 求 め る た め､ 心 理

構 造 を 構 成 す る 主 要 因 子 軸 と 各 試 験 区 の 森 林 構 造 を 代 表 す る 立 木 密

度 と の 関 係 に つ い て 検 討 し たo

2. 結 果

各 グ ル ー プ の 評 定 尺 度 の 平 均 値 プ ロ フ ィ ー ル を (図 - 13) に 示 す｡

第 6グ ル ー プ の 評 定 が 良 い 評 価 側 に 強 く 出 る な ど 一 部 の 評 定 尺 度 に

グ ル ー プ 間 で 多 少 の ず れ が み ら れ た｡
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義-7 因子負荷量 (第1グループ:1993.6.8)

評 定 尺 度 因子1 El子2 因子3 因子4 EE)子5 因子6 因子7 因子8 因子9 因子10 共通性

開 放 的 な - 閉 鎖 的 な 常娩漉 き妻を:-0.259 -0.085 -0.011 -0.Ol7 -0.022 0.169 -0.077 -0.068 -0.083 0.852

清 潔 な - 不 潔 な¥鮎捌 榔 0.077 0.277 -0.041 0.009 0.087 -0.127 0.146 0.303 -0.017 0,877

すっきりした-ごみごみした ㌍ l=甘 .9簸≧-0.265 -0.097 -0.251 0.064 0.023 -0.040 -0.024 0.021 -0.092 0.811

ゆったりした-きゆうくつな .i:.==!=::車 *畔 -0.121 0.312 0.220 0.022 -0.018 -0.124 -0.018 -0.206 0.081 0.874

さらっとした- ねぱついた ..二.言 O :軸棋 0.027 0.054 -0.071 0.032 0,033 0.356 0.280 0.092 -0.129 0.882

あ か る い - く ら い L~0..≡廟 0.156 0.105 0.052 -0.316 0.024 -0.023 -0.138 0.131 -0.121 0.807

さわやかな -うっとうしい ≡≡冊 告.鰻重≡: 0.020 0.309 -0.285 0.030 0.000 -0.035 0.122 0.327 -0.068 0.890

おだやかな - は げ し い 翌 (昭甘 -0.031 0.350 0.022 -0.044 0.138 -0.300 -0.081 0.149 -0.097 0.849

ら く な - つ ら い .丁.0.672~=~ 0.077 0.526 0.218 -0.095 0.003 0.090 0.035 -0.03ー 0.034 0.802

うつくしい - み に く い ∴:0=;.=554_I一 o.126 0.444 -0.214 0.321 -0.035 -0.195 -0.035 0.256 0.050 0.777

にぎやかな - さ び し い -0.270軒Oだ*9--I-0.178 0.037 -0.101 0.157 -0.044 -0.092 0.188 0.098 0.900

活気のある - 沈 滞 し た -0.003.鮎p:.新車;;二0.210 0.059 0.175 -0.224 0.034 0.117 0.095 -0.082 0.841
立 休 的 な - 平 面 的 な -0.300招離7煎≡…… -0.070 0.135 0.308 -0.108 0.051 -0.069 0.006 0,074 0.847

ゆ た か な - ま ず し い -0.045潮 (招 纏 …; 0.319 -0.017 0,206 0.023 0.125 -0.112 0.138 -0.036 0.798

やわらかい - か た い 0.247:::=舟 で=64か 0.141 0.299 -0.149 -0.218 -0.327 0.058 -0.079 0.041 0.768

はなやかな - じ み な 0.447 =妻:'≡=0.-606 0.345 -0.200 -0.021 0.116 0.080 -0.l77 0.010 0.272 0.851

ふ か い - あ さ い -0.081 -0.581ここ0.060 0.l43 0.552 0.038 -0.353 -0.049 0.171 0.094 0一841

た の し い - つまらない 0.133 0.176笑=甘 _820 0.137 0.022 0.276 0.134 -0.088 -0.025 -0.150 0.865

快 適 な - 不 快 な 0.225 0,105■灘 …三816..,0.040 0.048 -0.108 -0.041 0.252 0.096 0.094 0.827

自 然 な - 不 自 然 な -0.036 0.419 0.104 -0.171 ≡雄 762'(-0.057 -0.051 0.175 0.043 0.161 0.862

つ め た い - あ つ い 0.138 -0.258 0_095 0.068 -0.131聴o■三;≒i725.;…̀-0.125 0.136 0.000 0.101 0.686

よいかおり -わるいにおい 0.216 0.521 0.137 -0.152 0.261 朝 ∴606≡≡妻.-0,136 0.055 -0.026 0.013 0.818

親しみのある-よそよそしい 0.194 0.391 0.344 -0.134 0.358嘩抑 制鋸 -0.266 -0.031 0.347 -0.193 0.851

しす か な - う る さ い -0.087 0.005 -0.123 -0.25. 0.196 0.296湖鞠 軌 ‥..望;盟 -0.017 0.075 0.784

す す し い - あたたかな -0.0ー4 -0.080 0.093 -0,058 0.075 0.116 -0...7岬 豊艶 "=gi…≡:ig:g;9..={.-0.040 0.772

お い し い - ま ず い 0.281 0.305 0.059 0.207 0一091 -0.038 0.027 -0.04描 猟 劉二9==:監 0.773

連 続 的 な - 不 連 続 な -0.m 087 -0ー023 0.043 0.110 0.084 -0.050 -0.036 -0.027闘 蘭 享. 0.7;7

寄 与 率 29.9% 19.4% 11.4% 7.0% 6.6% 6.5% 5.2% 4.9% 4.9% 4.3% 100.0%
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｢｢】 第 2グ ル ー プ (表 - 8) の 因 子 軸 は 第 10軸 ま で 抽 出 さ れ ､ 因 子 負 荷量 の 累 積 寄 与 率 は 第 3因 子 軸 ま で で 49.6% に 達 し た ○ 因 子 軸 を 構 成す る 主 な 評 定 尺 度 は 第 1因 子 軸 が ｢ 自 然 な - 不 自 然 な ｣ ､ ｢ゆ た かな - ま ず し い ｣ ､ 第 2因 子 軸 が ｢ 開 放 的 な - 閉 鎖 的 な ｣ ､ ｢ ら く な一 つ ら い ｣ で あ る ○義-8 因子 負 荷 量 (第 2グループ:1993.8.29) I

評 定 尺 度 因子1 因子2 因子3 因子4 匡】子5 因子6 因子7 匡一子8 匡一子9 匡一子10 共通性

自 然 な - 不 自 然 な端 o薄97. 0.152 0.198 0.日1 -0.022 -0.078 0.051 0.116 -0.156 -0.079 0.933

ゆ た か な - ま す し い濡 .O:;,東宮…きき 0.018 0.206 -0.025 0.054 -0.025 0.019 0.009 -0.146 0.009 0.864

立 体 的 な - 平 面 的 な笥pO;:鳩:IS.3;i; 0.253 0,109 -0.009 -0.075 -0.067 -0.172 0.146 -0.062 -0_046 0.87ー

お い し い - ま ず い .=涌且_胆 ..-0.199 -0.108 0.035 -0.022 0.l72 -0.059 -0.004 0.083 -0.286 0.849

親しみのある-よそよそしい 明 暗 雨~≡ト 0.049 0.023 0.233 0.177 0.087 -0.183 -0.213 0.235 0.183 0.854

ふ か い - あ さ い 預 寝箪iき三 0.321 0.040 -0.132 -0.190 -0.083 -0.249 0.121 -0.245 0.076 0.889

よいかおり -わるいにおい 冊 湖 畔 -0.309 -0.l63 0.019 -0.156 0.024 -0.026 -0.057 -0.049 0.438 0.892

た の し い - つまらない灘 や.,新王 -0.233 -0.023 0.225 0.445 0.043 -0.143 -0.032 0.123 0.229 0.800

活気のある - 沈 滞 し た 鞘t溌源 一0.220 0.456 -0.143 0.339 -0.057 -0.日1 0.064 0.394 0.003 0.934

開 放 的 な - 閉 鎖 的 な -0.060壷 陣 6き=……. 0.134 0.238 0.106 -0.020 -0.049 0.035 0.133 0.105 0.866

ら く な 一 つ ら い 0.030黒潮 7..?_隻童…-0.147 0.122 -0.097 0.367 0.243 -0.351 -0.068 -0.023 0,890

さわやかな -うっとうしい 0.094笹榊 96''i{-0.445 0.374 -0.052 0.211 0.106 -0.167 0.132 -0.050 0.924

あか る い - く ら い -0.193=再 =11;=662:-上 0.165 0.223 0.196 0.414 0.164 -0.240 0.081 -0.034 0.855

つ め た い - あ つ い -0.186 0.203誹西 燕:= 0.000 -0.058 0.193 -0.057 -0.065 0.020 0.038 0.821

す す し い - あたたかな -0.095 -0.171嘉施蘭:Q:ii 0.242 -0.277 -0.121 0.079 -0.099 0.049 -0.001 0.846

ゆったりした-きゆうくつな 0.138 -0.300 -0.l4州宜桐 輔 0.201 0.175 0.178 -0.157 0.031 -0.140 0.930

うつくしい - み に く い 0.459 -0.325 -0.177ij棚‡購拙 -0.059 0.288 -0.051 -0.068 0.058 0.142 0.880

しず か な - う る さ い 0.091 -0.132 -0.387朝拍 車鵜 -0.221 0.40ー 0.210 0.029 0.012 0.130 0.815

すっきりした-ごみごみした -0.367 -0.388 -0.075咽昭 櫛 -0.052 0.270 0.235 -0.231 0.041 0.108 0.817

連 続 的 な - 不 連 続 な -0.088 0.100 0.252 -0.05紺 照拍韓㌘ト 0.002 -0.063 -0.064 0.011 -0.180 0.913

はなやかな - じ み な -0.035 -0.325 0.137 0.085日腫厳封 0.105 0.416 -0.ー34 0.216 0.272 0.887

やわらかい - か た い 0.224 -0.243 0.257 0.079附緋 蝉 0.204 0.124 -0.223 -0.508 0.147 0.933

おだやかな - は げ し い 0.067 -0.230 -0.198 0.288 0.131 0.172 -0.121 -0.047 -0.131 0.839

清 潔 な - 不 潔 な 0.062 -0.162 -0.000 0.309 0.015榊こ研 畔 0.129 -0.356 0,3ー7 0.156 0,909

さらっとした- ねぱついた -0.319 -0.211 -0.144 0.175 0.020 0.46:川畑ig.:;S_7.6.≡;こ-0.023 -0.058 0.123 0.889

つるっとした-ざらつとした -0.318 -0.040 0.157 0.214 0.054 0.130冊モ構J博 一0.194 0.282 -0.132 0.783

安 全 な - 危 険 な -0.172 -0.219 -0.094 0.129 0.186 0.258 0.119…肖購翻 ¢三…子 0.085 0.019 0.931

快 適 な - 不 快 な 0.448 -0.334 -0.367 0.398 0.132 0.126 0.175頼経 紳 群 0.049 -0.058 0.878

あたらしい - ふ る い -0.154 -0.344 -0.106 0.130 0.074 0.230 0.356 -0.212雄附 甘 0.039 0.925

寄 与 率 24.7% 13.9% 11.0% 10.9% 9.3% 9.0% 6.9% 6.2% 5.4% 2.6% 100.0%- 5 3 - _一一一一



評 定 尺 度 因子ー 因子2 因子3 因子4 因子5 因子6 因子7 因子8 共通性

開 放 的 な - 閉 鎖 的 な 哩-o禰 O-‥:-0.040 0.164 0.077 -0.057 -0.060 -0.135 0.063 0.804

あ か る い - く ら い 言Ol.斬8 0.001 0.045 0.180 0.1ー5 -0.123 -0.091 0.066 0.812

すっきりした-ごみごみした I 0.070 0.143 0.033 0.092 -0.186 0.180 0.119 0.779

さわやかな -うっとうしい 0.233 0.048 0.163 0.133 -0.127 0.129 -0.074 0.766

さらっとした- ねぱついた 詳灘7.8.6.-0.041 0.148 0.112 0.133 -0.087 0.15一 一0.222 0.751

安 全 な - 危 険 な 0.029 0.00一 一0.276 0.067 0.174 0.048 0.202 0.695

清 潔 な - 不 潔 な 0.364 -0.104 -0.119 -0.129 -0.011 -0.056 -0.189 0.751

ら く な 一 つ ら いi 0.325 -0.063 0.117 0.124 0.033 -0.012 -0.204 0,648

ゆったりした-きゆうくつな 0.271 -0.179 0.Ol8 0.292 -0.018 0.009 -0.184 0.684

自 然 な - 不 自 然 な 黒窯鋸666 0.442 -0.165 -0.099 0.052 -0.050 0,237 -0.167 0.764

あたらしい - ふ る いた の し い - つまらない -0.ll7 -0.145 0.084 -0.089 -0.091 0.499 0.028 0.6440.115 -0.146 0.225 0.020 0.133 -0.058 0.119 0.73ー

ゆ た か な - ま ず し い -0.148 -0.103 0.126 -0.096 -0.220 -0.032 -0.113 0.616

うつくしい - み に く い 0.410 -0.222 0.017 0.041 0.l95 0.034 -0.070 0.725 L

よいかおり -わるいにおい 0.日1 -0.158 0.052 0.113 -0.234 -0.126 0.002 0.551

しす か な - う る さ い 0.023 l●l 0.132 -0.106 0.358 0.100 -0.028 0.070 0.570

立 体 的 な - 平 面 的 な -0.516 -0.160 -0.0ー3 -0.010 -0.101 0.098 0.098 0.714

お い し い - ま ず い 0.123 l● -0.277 0.220 0.081 -0.222 -0.389 -0.124 0.751

親しみのある-よそよそしい 0.080 l● -0.406 -0.086 0.140 -0.023 0.166 -0.225 0.664

ふ か い - あ さ い -0.583 -0.140 -0.110 0.041 -0.065 0.199 -0.140 0.782

す ず し い - あたたかな 0.050 -0.101吊邪神0. -0.083 -0.140 -0.125 -0.042 -0.026 0.590

つ め た い - あ つ い -0.002 -0.175瑞軒韓年._ 0.006 0.122 0.325 0.059 0.030 0.487

連 続 的 な - 不 連 続 な -0.350 0.089陽転与蛸 -0.005 0.045 -0.104 0.121 0.401 0.619

活気のある - 沈 滞 し た -0.164 0.374日経胸部 0.110 0.066 -0.208 -0.037 -0.229 0.574

やわらかい - か た い 0.137 0.212昭利3●章雄 0.358 0.363 -0.100 -0.073 0.123 0.504 (

はなやかな - じ み な 0.275 0.103 -0.032滞-ol;iI67'駁 0.007 -0.025 0.009 -0.009 0.549 E

にぎやかな - さ び し い -0ー452 0.195おだやかな - は げ し い 0.362 0.260 二三:32ヲ;誓 誉 鱒蒜鼠 ;冒.:...;_;;=:-:二∑;: 二三:器≡ ∑:;器 .

つるっとした_ざらつとした 0.359 0.032 -0.207 0.083 0.124榊 蟻 16三;≡.l o.043 0.025 0.488



評 定 尺 度 因子1 因子2 EE]子3 因子4 因子5 園子6 因子7 園子8 医)子9 匡仔10 共通性

開放 的 な - 閉 鎖 的 な!.腔鞭 輔 -0.ol5 0.136 -0.033 -0.152 -0.l71 -0.143 0.Ol9 -0.158 -0.144 0.913

さらっとした- ねぱついた .鰐f掴13:……‥ 0.098 0.157 -0.188 -0.loo °.034 -0.17一 一0.074 -0.072 0.093 0.790

すっきりした-ごみごみした 附胡鮒 …圭-i…-0.142 0.142 -0.036 -0.068 -0.086 0.217 -0.173 -0.089 0.204 0.838

ら く な 一 つ ら い借 O:i=,6,7菅で 0ー357 0.044 -0.240 -0.230 0_118 0.113 -0.101 0.123 0.059 0.754

さわやかな -うっとうしい 常都 島嘉書き… 0.305 -0,115 -0.200 0.022 0.078 0.208 -0.503 0.111 -0.014 0.889

清 潔 な - 不 潔 な棋 宅購三根 0.440 -0.208 -0.161 -0.178 0.084 0.086 -0.182 0.010 -0.170 0.790

つるっとした-ざらつとした 棋瀞き準…蔓妻 0.031 0.022 -0.026 -0.168 0.078 -0.138 -0.027 -0.080 0.528 0.637

ゆた か な - ま ず し い -0.022冊新転封 -0.227 0.032 0.006 0.115 -0.112 -0.135 0.101 0.019 0.792

親しみのある-よそよそしい -0.078黒潮 妻昭 …対-0.289 -0.064 -0.033 0.283 -0.048 -0.067 -0.076 0.019 0.855

. たの し い - つまらない 0.Ol9≡紺.損 鯉一一0.117 -0.147 0.020 0.168 -0.091 0.066 0.187 0.050 0.736

おい し い - ま ず い -0.200ii肺鋸拍:3:ii章一0.218 -0.095 -0.064 -0.231 -0.216 -0.175 0.131 0.066 0.805

快 適 な - 不 快 な -0.104描‡購:鱗 -0.020 -0.429 -0.212 0.172 0.021 0.101 -0.031 -0.151 0.679 】

うつくしい - み に く い -0_188端舶描 ……壬-0.318 -0.245 -0.026 0.126 -0,032 -0.451 -0.004 -0.156 0.774 .

安 全 な - 危 険 な -0.311描邪 51猟書-0.134 -0.452 -0.235 0.222 0.200 -0.228 -0.134 -0.237 0.862

よいかおり -わるいにおい -0.186≡帰朝 頼 重言童-0.383 -0.410 0.232 -0.200 -0ー247 -0.172 0.085 0.l47 0.803

. 自 然 な - 不 自 然 な 0.037 0.286描∈朋描 0.118 0.129 -0.014 -0.062 -0.040 -0.002 0.058 0.839

ふ か い - あ さ い 0.136 0.266雄粧革矧 -0.063 -0.126 0.090 0.047 -0.005 -0.044 -0.035 0.779

立体 的 な - 平 面 的 な 0.298 0.175罷妻沼紺 -0.104 0.205 0.234 0.075 -0.054 0.097 -0.013 0.769

はなやかな - じ み な -0.441 0.00一冊離即製 -0.058 -0.153 0.199 -0.205 0.243 0.308 -0.060 0.788

やわらかい - か た い 0.018 0.350器噂 をbl=…≡-0.358 -0.261 0.174 -0.249 -0.075 0.168 -0.107 0.738

おだやかな - は げ し い -0.260 0.156 -0.015歳f舶紘 一0.032 -0.089 -0.073 -0.121 0.044 0.068 0.69ー

しす か な - う る さ い -0_148 0.245 -0.098相関 篭離 0.355 -0.004 -0.074 -0.342 -0.428 -0.112 0.849

あか る い - く ら い -0.390 0.115 0.081 -0.058描く滞鱗 0.039 -0.099 -0.lー1 -0.070 0.035 0.789

あたらしい - ふ る い -0.236 0.031 -0.048 0.043描鵜 弼 0.432 0.214 0.094 -0.012 0.06ー 0.825I
にぎやかな - さ び し い 0.185 0.256 -0.132 0.087 -0.105黒酢 弼 至…1-0.l55 0.006 0.151 0.125 0.780

活気のある - 沈 滞 し た -0.195 0.236 -0.338 -0.060 -0.299瑠附 畔 -0.165 -0.029 -0.011 -0.168 0.833

連続 的 な - 不 連 続 な 0.145 -0.213 -0.080 0.046 -0.051 -0.113冊昭 娘 0.052 -0.086 -0.151 0.642

すず し い - あたたかな -0.272 -0.046 0.435 0.079 0.013 -0.136'冊 :.ifも'5'S;三千. 0.087 -0.171 0.184 0.790

ゆったりした-きゆうくつな -0.436 0.142 0.055 -0.230 -0.057 -0.061 -0.254浩称和 一0.023 0.073 0.826
妻州…主妻:

つ め た い - あ つ い -0.158 -0.328 0.145 -0.004 -0.118 -0.120 0.237 0.036 照'0潤 'OI:' 0.056 0.791

寄 与 率 20.7% 20.7% 14.6% 8.2% 7.7% 7.7% 7.0% 5.9% 4.7% 2.8% 100.0%- 5 5 一 一-



第 5グ ル ー プ (真 一 11) の 因 子 軸 は 第 9軸 ま で 抽 出 さ れ､ 因 子 負 荷

量 の 累 積 寄 与 率 は 第 2因 子 軸 ま で で 48･0% に 達 した ｡ 因 子 軸 を 構 成

す る 主 な 評 定 尺 度 は 第 1因 子 軸 が ｢開 放 的 な - 閉 鎖 的 な ｣ ､ ｢あ か

る い - く ら い ｣ ､ 第 2因 子 軸 が ｢た の し い - つ ま ら な い ｣ ､ ｢お い

しい - ま ず い ｣ で あ る｡

義-11 因子負荷量 (第5グループ:1994.5.20)

評 定 尺 度 因 子1 匡Ⅰ子2 因子3 因子4 因子5 因子6 因子7 園子8 因子9 共通性

開 放 的 な 一 関'鎖 的 な

あ か る い - く ら い

ら く な 一 つ ら い

清 潔 な 一 不 潔 な

あたら しい - ふ る い

さ ら っ と した- ねば つ いた

すっきりした- ごみごみ した

快 適 な 一 不 快 な

さわやか な - う っ と う しい

つ るっと した-ざら っ とした
は な や か な - じ み な

ふ か い - あ さ い

ゆったりした-きゆ う くつ な

た の し い - つ まら な い

お い し い - ま ず い

うつ くしい - み に く い

0.068 0.024

0.169 0.134

-0 .133 0.423

0.030 0.273
0.015 0,015

0.268 0.145

0.158 0.184

0.442 0.388

0.293 0.179

0.026 -0.010

0.125 -0.028

0.350 -0.141

0 .304 0.230

ゆ た か な - ま ず し い -0.064

安 全 な 一 危 険 な 0.418 0.056

し ず か な - う る さ い 0.124 0.151

やわらか い - か た い 0.110 0･227
おだや か な - は げ し い 0.437 0.235

0.051 0.096 -0.002

0.092 -0.041 0.065

-0.035 -0.039 -0.003

0.022 0.020 0,340

0.142 0.067 -0.082

0.269 -0.010 -0.003

0.191 0.325 0.022

-0.082 -0.025 0.165

0.077 0.149 0.217

0.035 0.240 -0.13 1

0.103 -0.044 -0.133

-0.411 -0.227 0.195

0.043 -0.067 0.376

0.025 -0.130-0.056 0.068
0.296 -0.203 -0.168 0.000

0.214 -0.016 -0.230 0.125

0.330 -0.384 -0.125 0.226

0.118 -0.184 0.083

0.057 0.004 0.357

-0.456 0.175 -0.069

0.121 0.055 0.001

自 然 な 一 不 自 然 な -0.138 0.254 0･064

立 体 的 な 一 平 面 的 な -0.454 0･186 -0･134
にぎや か な - さ び し い 0.036 0.441 -0･020 -01028

活気のある 一 沈 滞 した -0.136 0.249 0･068 -0･124

っ め た い - あ つ い 0.184 0.139 0･096 0･443

-0.368 0.107

-0.075 0.146

よ い かおリ ーわるい におい 0.063 0･062 0･131 -0･155 0･037

親しみのある-よそよそしい 0.077 0･201 0･207 -0･181 -0･336

連 続 的 な 一 不 連 続 な -0･076 0･209 -0･059 0･032 0･080 0･194

す ず し い - あたたか な 0.293 0.008 -0.046 0.148 0.369 -0.166

-0.010 0.046 -0.214 0.834

0.060 -0.101 0.100 0.785

-0.094 0.117 0.138 0.841

0.181 0.084 0.039 0.818

0.198 0,319

-0.165 -0.050

0.152 -0.221

0.040 0.009

-0.073 -0.027

-0.092 0.187

0.053 0.755

-0.070 0.729

-0.034 0.799

0.040 0.886

0.336 0.727

0.411 0.684

0.032 0.594 -0.001 0.790

-0.132 0.152 -0.042 0.774

-0.334 -0.340 0.012 0.824

0.043 -0.177 0.082 0.586

0.151 0.119 -0.169 0.791

0.173 0.139

-0.041 0..309

0.088 -0.053

-0.030-0.024
-0.116 0.156

-0.207 -0.172

0.028 -0.112

-0.119 -0.027

0.067 0.776

0.154 0.698

0.088 0.801

-0.001 0.586

0.007 0.758

-0.060 0.657
0.122 0.804

-0.117 0.813

-0.022 0.180 -0.070 0.693

-0.149 -0.047 0.073 0.471

0.225 0.037 0.178 0.694

0.122 -0.007 -0.048 0.727

-0.153 -0.252 0.354 0.680

0.005 -0.165 0.578

0.029 0.261 0.79 2

寄 与 率 34･2% 13･8% 11･8% 9.5% 8.5% 7.7%

- 56 -

6.4% 4.7% 3.3% 100.0%

++



第 6グ ル ー プ (表 - 12) の 因 子 軸 は 第 10軸 ま で 抽 出 さ れ ､ 因 子 負

荷 量 の 累 積 寄 与 率 は 第 3因 子 軸 ま で で 55･2% に 達 し た ｡ 因 子 軸 を 棉

成 す る 主 な 評 定 尺 度 は 第 1因 子 軸 が ｢す っ き り し た - ご み ご み し た ｣ ､

｢ ゆ っ た り し た - き ゅ う く つ な ｣ ､ 第 2因 子 軸 が ｢ よ い か お り - わ る

い に お い ｣ ､ ｢ ゆ た か な - ま ず し い ｣ で あ る ｡

義-12 因子 負 荷 量 (第 6グループ:1994.5.22)

因子2 匡I子3 匡】子4 医】子5 因子6評 定 尺 度 因子1 EEl子7 因子8 医】子9 因子10 共通性

すっきりした-ごみごみした

ゆったりした-きゆうくつな

さわやかな -うっとうしい

おだやかな - は げ し い

開放 的 な 一 閉 鎖 的 な

さらっとした- ねばついた

安 全 な 一 危 険 な

清 潔 な - 不 潔 な

あか る い - く ら い

やわらかい - か た い

うつくしい - み に く い

よいかおリ ーわるいにおい

ゆたか な - ま ず し い

たの し い - つまらない

0.089 -0.110 -0.191 -0.176 0.052 0.003 0.014 0.137 -0.116 0･822

0.062 0.229 0.147 0.205 -0.022 0.110 0.031 0.026 0･028 0･833

0.383 0.091 0.057 -0.093 -0.136 0.058 0･057 0･006 0･195 01765

0.191 0.392 -0.163 0.132 -0.221 -0.053 01066 -0･003 -0･011 0･787

-0.155 0.404 -0.232 0.139 0.159 0･086 0･212 -0･163 -0･056 0･815

0.031 -0.061 -0.201 -0.136 -0.050 0･204 -0･090 0･173 0･382 0･734

0.034 0.022 -0.107 0.018 0･067 0･466 -0･064 0･136 0･278 0･745

0.191 0.193 0,045 -0.342 -0.013 -0･036 0･355 0･236 -0･023 0･638

0.063 0.086 -0.001 0.214 0,170 0･211 0･190 -0･246 0･477 0･697

0.216 0.452 0.046 0,177 -0.149 01278 0･194 0･225 0･103 01688

0.326 0.236 0.038 -0.250 -0･315 -0･104 0･013 0･275 0･032 0･558

立体 的 な - 平 面 的 な -0.438

快 適 な 一 不 快 な 0.140

親しみのある-よそよそしい 0.354

おい し い - ま ず い 0.147 0.207

連続 的 な 一 不 連 続 な 0.133 0.010

ふ か い - あ さ い -0.078 0.136

しず か な - う る さ い 0,163 0.048

ー0.035 -0.109 -0.163 -0.061 0.142 -0.055 0.004 -0･177 0･743

0.232 0.102 0.113 -0.239 0.098 -0.101 0.104

-0,017 0.294 0.399 -0.070 0.141 -0.079 0.079

0.195 10.023 0.074 -0.008 -0.112 -0.049 -0.039

0.496 -0.030 0.135 0.044 -0.046 0.096 -0.041

0.431 0.日0 -0.089 -0.102 0.026 -0.139 0.114

-0.249 -0.117 0.050 0.113 0.001 0.055

0.305 0.067 -0.015 -0.041 -0.340 -0.215

0.203 -0.115 -0.250 0.182 -0.256 -0.224

-0.271 0.014 -0.345 0.332 0.161 0.112

活気のある 一 沈 滞 し た -0.123 0.105 0･013

にぎやかな - さ び し い -0.103 -0.038 -0･079

すず し い - あたたかな -0.014 -0.033

つめた い - あ つ い 0.052 -0.108

あたらしい - ふ る い 0.069 -0.142

自 然 な 一 不 自 然 な 0.165 0.120

ら く な 一 つ ら い 0.169 0.126

つるっとした-ざらっとした 0.097 -0･111

- じ み な 0.203 0.080

芋 与 率 26.1% 15･2%

-0.115 -0.118

0.195 -0.138

0.062 0.181 -0.045 0.027 -0.020

0.233 -0.105 0.151 -0.005 0.194

0.081 -0.075 0.099 -0.043

-0.225 0.141 -0.037 -0.195

0.097 0,184 0.056

0.310 0.181 0.038

0.128 0.107 -0.006 0.156

0.167 0.016 0.069

-0.000 -0.268 0.098

0.057 -0.145

-0.066 0.027 -0.058 0.077 0.049

-0.063 0.147 0.263 0.014 -0.106 0.174

0.093 0.784

-0.024 0.816

0.131 0.671

0.323 0.702

0.399 0.732

0.016 0.844

0.023 0.593

-0.151 0.546

0.144 0.570

0.088 0.681
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次 に､ 第 1因 子 軸 及 び 第 2国 子 軸 で 構 成 さ れ る 心 理 空 間 上 へ の 各 グ

ル ー プ の 試 験 区 ご と の 平 均 因 子 得 点 の 布 置 を (図 - 14) に 示 す｡

い ず れ の グ ル ー プ で も A 区 が 他 の 試 験 区 と 離 れ て 位 置 づ け ら れ､ 特

に 第 1因 子 軸 上 で は A 区 が 明 確 に 他 の 試 験 区 と 離 れ て 位 置 づ け ら れ､

第 2因 子 軸 上 で は D 区 と C 区 の 位 置 づ け 等 に 特 徴 が み ら れ た｡

2. 2. 全 グ ル ー プ

個 別 グ ル ー プ の 分 析 か ら 各 グ ル ー プ の 間 に 心 理 構 造 の 共 通 性､ 読

験 区 に 対 す る 心 理 反 応 の 共 通 性 を 認 め た た め､ 改 め て 全 グ ル ー プ に

共 通 す る 心 理 構 造 を 解 析 し､ 試 験 区 に 対 す る 心 理 反 応 に つ い て 検 討

し た｡

全 グ ル ー プ の デ ー タ を 一 括 し た 因 子 分 析 の 結 果 を (真 一 13) に 示

す ｡ 因 子 軸 は 第 6軸 ま で 抽 出 さ れ ､ 累 積 寄 与 率 は 第 2因 子 軸 ま で で

75.7% に 透 し た ｡ 因 子 軸 を 構 成 す る 主 な 評 定 尺 度 は 第 1因 子 軸 が

｢す っ き り し た - ご み ご み し た ｣ ､ ｢開 放 的 な - 閉 鎖 的 な ｣ ､ 第 2

因 子 軸 が ｢ゆ た か な - ま ず し い ｣､ ｢親 し み の あ る - よ そ よ そ し い ｣

で あ る｡

次 に､ 第 1因 子 軸 及 び 第 2因 子 軸 で 構 成 さ れ る 心 理 空 間 上 に 各 グ ル

- プ ･各 試 験 区 の 因 子 得 点 平 均 値 を 布 置 し た 結 果 を (図 - 15) に 示

す｡

A 区 ～ D 区 の 試 験 区 ご と に ま と ま っ た 傾 向 が み ら れ､ 心 理 空 間 上
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評 定 尺 度 因子1 因子2 因子3 匡l子4 因子5 EE子6 共通性
すっきりした-ごみごみ した ー0㌧788 -0.007 -0.164 0.l59 0.145 -0.104 0.705

開 放 的 な - 閉 鎖 的 な ..__OL771 -0.042 -0.099 0.023 0.110 0.006 0.619

あ か る い - く ら い 上d二7-52 0.024 0.074 -0.069 0.045 0.196 0.616

さらっとした- ねぱついた ニ;;≡;1_0.736 0.054 -0.077 0.l24 0.107 0.024 0.577

さわやかな -うっとうしい 混 ¢予29.~ 0.395 -0.080 0.144 0.151 0.006 0.738

ゆつた｡した-きゆうくつな 静 瀬 0.289 -0.228 -0.171 -0,021 0.038 0.668 l

言 '? ≡ 二 : 警 舗 撒 ∑:;;… ~∑::348 ::三…: _::≡;二 言:≡:冒 ::;36≡ l
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自 然 な - 不 自 然 な -0.216笹 o'!.64圭 0.059 -0.134 -0.204 -0.259 0.595
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た の し い - つまらない 0.184 =._0.635 0.098 -0.166 0.028 0.286 0.556
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で 各 試 験 区 が 区 別 さ れ て 位 置 づ け ら れ て い る ｡ 特 に ､ 第 1因 子 軸 で

A区 は 他 の 試 験 区 と 大 き く 離 れ､ B 区 及 び C 区 は ほ ぼ 重 な り､ D 区

は B 区 及 び C 区 と や や ず れ て い る｡
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図-15 第1因子 (空間因子)軸と第2因子 (価値因子)軸で構成される

心理空間へのグループ別､試験区別 の平均因子得点の布置

1A～6Dはグループの番号と試鹸区の記号
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さ ら に､ 心 理 構 造 の 主 要 な 構 成 要 素 で あ る 第 1因 子 軸 及 び 第 2因 子

軸 と 試 験 区 の 森 林 構 造 を 代 表 す る 立 木 密 度 の 関 係 を 検 討 し た｡

立 木 密 度 (Ⅹ) と 全 被 験 者 の 第 1因 子 軸 因 子 得 点 (Y) の 関 係 を

(図 -16) に 示 す ｡ 第 1 因 子 軸 の 因 子 得 点 は 立 木 密 度 が 高 く な る に

っ れ て 低 下 し､ そ の 変 化 は 1,000本 / ha以 下 の 範 囲 で は 急 激 で あ り､

1,000本 / ha以 上 で は ゆ る や か で あ る ｡ 両 者 の 関 係 は Y=717･2709

(1/Ⅹ) -0.8423(r=0.422) で 有 意 (α =0.01)に 近 似 さ れ た｡

S
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叶
回
署
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小
国
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回
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淋

4

●●
Y=717 .2709 ( 1/X )-0.8 4 23 (r=0 .422.n=88)

0 2000 3000 4000 5000

本/ha

立木密度

図-16 試験区の立木密度と第1因子 (空間因子)軸因子得点の関係
●は各被験者の因子得点
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ま た ､ 立 木 密 度 と 全 被 験 者 の 第 2因 子 軸 因 子 得 点 の 関 係 を (図 -

17)に 示 す ｡ 第 2因 子 軸 の 因 子 得 点 は ､ 立 木 密 度 が 高 く な る に つ れ

て ゆ る や か に 上 昇 す る 傾 向 が み ら れ る が 有 意 で は な か っ た｡

S
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N

淋

3. 考 察

4
0 2000 3000 4000 5000
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立木密度

図-17 試験区の立木密度と第2因子 (価値因子)軸因子得点の関係
●は各被挨者の因子得点

各 グ ル ー プ の 評 定 尺 度 の 平 均 値 プ ロ フ ィ ー ル は 一 部 .に.多 少 の ず れ

が み ら れ た が､ 全 体 的 な プ ロ フ ィ ー ル と し て は お お む ね 中 央 に 集 中

して い る こ と か ら､ 評 定 尺 度 の 設 定 等 実 験 方 法 が 被 験 者､ 実 施 時 期

等 の 条 件 に 適 合 し た 安 当 な も の で あ る と 判 断 で き る｡

個 別 グ ル ー プ の 因 子 分 析 の 結 果 を ま と め て (表 - 14) に 示 す｡

抽 出 さ れ た 因 子 軸 数 は ､ い ず れ の グ ル ー プ で も6-10と 比 較 的 多

- 6 3 -
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示
す
｡



数 で あ っ た が､ 評 定 対 象 の 環 境 の 複 雑 さ を 反 映 し た 結 果 で あ り､ 現

実 の 森 林 環 境 下 で 行 っ た 実 験 の 特 徴 と 考 え ら れ る｡

ま た ､ 因 子 軸 の 累 積 寄 与 率 は い ず れ の グ ル - プ に お い て も ､ 第 2

因 子 軸 ま た は 第 3因 子 軸 ま で で お よ そ 50% に 透 し て お り ､ こ れ ら の

因 子 軸 で 心 理 反 応 の 過 半 が 説 明 可 能 で あ る と い え る｡

さ ら に､ 第 2グ ル ー プ を 除 く 各 グ ル ー プ の 第 1因 子 軸 を 構 成 す る 評

定 尺 度 に ｢開 放 的 な - 閉 鎖 的 な ｣､ ｢す っ き り し た - ご み ご み し た ｣､

｢さ わ や か な - う っ と う し い ｣､ ｢清 潔 な - 不 潔 な ｣､ ｢さ ら っ と

し た - ね ば つ い た ｣ が 共 通 し て み ら れ､ ま た､ 第 2グ ル ー プ の 第 2因

子 軸 に は ｢開 放 的 な - 閉 鎖 的 な ｣､ ｢さ わ や か な - う っ と う し い ｣

が み ら れ た が､ こ れ ら の 評 定 尺 度 に は､ 空 間 の 大 小､ 混 み 具 合 に 関

連 す る 評 定 尺 度 が 多 い こ と か ら､ こ れ ら の 因 子 軸 を 空 間 因 子 軸 と し

て 位 置 づ け た｡

ま た ､ 第 2グ ル ー プ を 除 く 各 グ ル ー プ の 第 2因 子 軸 及 び 第 2グ ル

- プ の 第 1因 子 軸 を 構 成 す る 評 定 尺 度 に ｢ゆ た か な - ま ず し い ｣ が

共 通 し て み ら れ､ 第 1グ ル ー プ と 第 2グ ル ー プ を 除 く 各 グ ル ー プ の 第

2因 子 軸 を 構 成 す る 評 定 尺 度 に ｢た の し い - つ ま ら な い ｣ が 共 通 し

て み ら れ た が､ こ れ ら の 因 子 軸 は 価 値 評 価 の 高 低 に 関 連 す る 評 定 尺

度 で あ る こ と か ら 価 値 因 子 軸 と し て 位 置 づ け た｡

こ れ ら の こ と か ら 個 別 グ ル ー プ の 心 理 構 造 を 構 成 す る 主 要 因 子 軸
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に は ｢開 放 的 な - 閉 鎖 的 な ｣ な ど で 説 明 さ れ る 空 間 因 子 軸 と ｢ゆ た

か な - ま ず し い ｣ な ど で 説 明 さ れ る 価 値 因 子 軸 が 位 置 づ け られ､ 実

験 の 時 期､ 被 験 者 の 属 性 を 異 に す る グ ル ー プ 間 に 心 理 構 造 の 共 通 性

が 認 め ら れ た｡

第 1因 子 軸 及 び 第 2因 子 軸 で 構 成 さ れ る 心 理 空 間 上 へ の 各 グ ル ー プ

の 試 験 区 ご と の 平 均 因 子 得 点 の 布 置 か ら は､ い ず れ の グ ル ー プ で も

A 区 が 他 の 試 験 区 と 離 れ て 位 置 づ け ら れ､ 特 に 空 間 因 子 軸 上 で は A

区 が 明 確 に ｢開 放 的 な ｣ あ る い は ｢ゆ っ た り し た ｣ 方 に 離 れ て 位 置

づ け ら れ る 共 通 性 が み ら れ た｡ ま た､ 価 値 因 子 軸 上 で は 第 1･2･3･

4･5グ ル ー プ で D 区 が ｢に ぎ や か な ｣､ ｢自 然 な ｣､ ｢た の し い ｣､

｢ゆ た か な ｣ の 方 に､ 第 1･3･4･5グ ル ー プ で は C区 が ｢さ び しい ｣､

｢っ ま ら な い ｣､ ｢ま ず し い ｣ の 方 に､ 第 2､ 6グ ル ー プ で は A 区 が

｢不 自 然 な ｣､ ｢わ る い に お い ｣ の 方 に 位 置 づ け ら れ る 共 通 性 が み

ら れ た｡

一 方､ 全 グ ル ー プ の 因 子 分 析 の 結 果 に お い て も､ 抽 出 さ れ た 因 子

軸 数 は 6と 多 く､ 評 定 対 象 の 環 境 の 複 雑 さ を 反 映 し た 結 果 で あ り ､

現 実 の 森 林 環 境 下 で 行 っ た 実 験 の 特 徴 と 考 え ら れ た｡

ま た､ 因 子 軸 の 累 積 寄 与 率 は 第 2因 子 軸 ま で で 75.7% に 透 し て お り､

こ れ ら の 因 子 軸 で 心 理 反 応 の 大 半 が 説 明 可 能 で あ る と い え る｡

さ ら に ､ 第 1因 子 軸 を 構 成 す る 評 定 尺 度 で は ｢す っ き り し た - ご
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み ご み し た ｣､ ｢開 放 的 な - 閉 鎖 的 な ｣､ ｢あ か る い - く ら い ｣､

｢さ ら っ と し た - ね ば つ い た ｣､ ｢さ わ や か な - う っ と う し い ｣､

｢ゆ っ た り し た - き ゅ う くつ な ｣ と い っ た 評 定 尺 度 が 上 位 を 占 め る

こ と か ら 空 間 因 子 軸 と し て 位 置 づ け た｡

第 2因 子 軸 を 構 成 す る 評 定 尺 度 で は ｢ゆ た か な - ま ず し い ｣ ､

｢親 し み の あ る - よ そ よ そ し い ｣ ､ ｢う つ く し い - み に く い ｣ ､

｢自 然 な - 不 自 然 な ｣､ ｢お い し い - ま ず い ｣､ ｢た の し い - つ ま

ら な い ｣ と い っ た 評 定 尺 度 が 上 位 を 占 め る こ と か ら 価 値 因 子 軸 と し

て 位 置 づ け た｡

こ れ ら の 因 子 軸 を 構 成 す る 評 定 尺 度 は 個 別 グ ル ー プ の 分 析 で 得 た

空 間 因 子 軸､ 価 値 因 子 軸 を 構 成 す る 評 定 尺 度 と よ く 一 致 し て お り､

全 体 を 一 括 し て 扱 う こ と で 心 理 構 造 が よ り 明 確 に と ら え ら れ た も の

と 考 え ら れ る｡

従 来 の 研 究 例 で は､ 梶 返 (24)の 活 動 性 因 子 軸､ 鈴 木 ･堀 (67)の 自

然 性 評 価 因 子 軸､ 朴 ･小 林 (3)の 整 然 性 因 子 軸 及 び 開 放 性 因 子 軸､ 市

原 ら (2PJの 明 る さ 因 子 軸 及 び 自 然 性 因 子 軸 を 構 成 す る 評 定 尺 度 に 本

研 究 に お け る ｢開 放 的 な - 閉 鎖 的 な ｣､ ｢す っ き り し た - ご み ご み

し た ｣ に 相 当 す る 評 定 尺 度 が 含 ま れ て い る｡

こ の こ と か ら､ 空 間 因 子 軸 へ の 心 理 反 応 は､ こ れ ま で の 森 林 を 対

象 と し た SD法 適 用 例 の 結 果 に も 要 素 と し て 含 ま れ て い た も の と 考 え
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ら れ､ 本 研 究 の 結 果 は 現 実 の 森 林 環 境 下 で 実 験 を 行 う こ と で 空 間 性

の 因 子 が 心 理 構 造 に 強 く反 映 し た も の と 考 え ら れ る｡

ま た､ 第 1因 子 (空 間 因 子 ) 軸 及 び 第 2因 子 (価 値 因 子 ) 軸 で 構 成

さ れ る 心 理 空 間 上 に 各 グ ル ー プ ･各 試 験 区 の 因 子 得 点 平 均 値 を 布 置

し た 結 果 か ら は､ 心 理 空 間 上 で 各 試 験 区 が 区 別 さ れ て 位 置 づ け ら れ

て い る こ と が わ か り ､ 特 に ､ 第 1因 子 軸 (空 間 因 子 軸 ) で A 区 が 他

の 試 験 区 と 大 き く離 れ､ B 区 及 び C区 が ほ ぼ 重 な り､ D 区 は B 区 及

び C 区 と や や ず れ て お り､ 試 験 区 の 立 木 密 度 が A 区 < B 区 ･C 区 <

D 区 で あ る こ と と 関 係 し て い る も の と 考 え ら れ る｡

さ ら に ､ 第 1因 子 (空 間 因 子 ) 軸 と 試 験 区 の 立 木 密 度 の 関 係 の 検

討 か ら ､ 空 間 因 子 軸 に 相 当 す る 心 理 反 応 は 1, 000本 / ha以 下 で は 立

木 密 度 の 変 化 に 敏 感 に 反 応 す る の に 対 し､ 1,000本 / ha以 上 で は 大

き く変 化 し な い こ と が 明 ら か と な っ た｡ こ の 結 果 は 真 鍋 ら (33)(因

子 分 析 は 行 っ て い な い ) に よ る 立 木 密 度 が 2-5本 / 100m2 で は ｢明

る さ ｣ や ｢軽 や か さ ｣ と い っ た 評 定 尺 度 の 評 価 が 高 く な り ､ 7本 /

m2以 上 で は 評 価 が 低 く な る と い う 指 摘 ､ 朴 ･小 林 (3)に よ る 高 い 林

分 密 度 に 起 因 し て 開 放 性 が 低 く な る と い う 推 察 を 定 量 的 に 明 ら か に

し た も の で あ る｡

ま た ､ 第 2因 子 軸 因 子 得 点 と 立 木 密 度 の 関 係 で は ､ 有 意 で は な い

も の の ､ 価 値 因 子 軸 と し て 位 置 づ け ら れ る 第 2因 子 軸 因 子 得 点 が ､
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立 木 密 度 が 高 く な る に つ れ て 上 昇 す る 傾 向 が み ら れ､ 両 者 の 関 係 が

示 唆 さ れ た｡
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V. 生 理 反 応

1. 方 法

生 理 実 験 は (表 - 1 5 ) に 示 す と お り､ 1993年 5月 か ら 1994年 6月 に

か け て 計 7回 行 っ た (以 下 各 回 の 実 験 を 第 1- 7回 実 験 と 呼 ぶ ) 0

実 験 時 の 天 気 概 況 は 皐 ま た は 雨 が 4日､ 皐 ま た は 晴 が 3日 で あ る｡

実 験 は 森 林 内 と 草 地 の 比 較､ 立 木 密 度 の 異 な る 森 林 の 比 較 を 行 う

た め､ A 区､ D 区 の 実 験 地 (前 掲 図 - 3 ) と､ 草 地 の 実 験 地 (前 掲 図

-4) に お い て 行 っ た｡ 試 験 区 及 び 草 地 の 概 要 は 前 記 (Ⅲ 章 ) の と お

り で あ る｡

ま た ､ 被 験 者 の α波 の 基 礎 的 な 出 現 量 の 傾 向 を 求 め る た め に､ 各

回 の 実 験 の 開 始 時 と 終 了 時 に 同 一 室 内 (小 岩 井 農 場 山 林 緑 化 部 会 議

室 :試 験 林 か ら 直 線 距 離 で 約 9.0km､ 草 地 か ら 直 線 距 離 で 約 1.7km離

れ て い る ) に お け る 実 験 を 行 っ た (以 下､ 各 回 の 実 験 開 始 時 の 実 験

を 室 内 1､ 実 験 終 了 時 の 実 験 を 室 内 2と 呼 ぶ )｡

義-15 生理実悪臭の概要

No 実 験 日 天 気 概 況

1 1993年 5月15日 曇時々雨一時晴

2 1993年 6月10日 曇一時雨

3 1993年 7月16日 雨

4 1993年 7月23日 曇一時晴

5 1993年 9月 1日 曇

6 1993年10月14日 曇後一時晴

7 1994年 6月 8日 晴後薄曇

天気概況は盛岡地方気象台による
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実 験 は 各 回 と も 室 内 1- 草 地 - D 区 - A 区 一 室 内 2の 服 で 行 い､ 室

内 1か ら 草 地 へ の 移 動､ 草 地 か ら D 区 へ の 移 動､ A 区 か ら 室 内 2へ の

移 動 は 自 動 車 に よ り 行 い ､ D 区 か ら A 区 へ の 移 動 (約 300m ) は 徒

歩 に よ り 行 っ た｡ 草 地 か ら D 区 へ の 移 動 途 中 に 室 内 で 昼 食 を と っ たo

α波 の 出 現 率 に は 個 人 差 が あ る た め､ 異 な っ た 人 の 脳 波 を 比 較 す

る こ と は で き な い (54)と さ れ る こ と か ら ､ 全 実 験 を 2名 の 同 一 被 験

者 に よ り 行 っ た (以 下 被 験 者 A及 び B と 呼 ぶ )｡ た だ し､ 被 験 者

A は 第 3回 実 験 に は 参 加 し て い な い ｡ 被 験 者 は い ず れ も 健 康 な 成 人

男 子 で あ る (真 一 16)｡

α波 を 対 象 と し て 脳 波 計 測 を 行 う 場 合､ α波 の 減 衰 を さ け る た め

に 開 眼 姿 勢 に よ り 測 定 す る 例 が 多 い が､ 三 島 ･藤 井 (35)は 色 彩 に 対

す る 反 応 を み る た め に､ 多 田 ら (68)は 実 際 の 森 林 環 境 に 対 す る 反 応

を み る た め に い ず れ も 開 眼 に よ る 計 測 を 行 っ て い る｡

本 研 究 に お い て も､ 森 林 環 境 が 五 感 に 及 ぼ す 環 境 刺 激 の う ち､ 視

覚 刺 激 が 重 要 な 要 素 で あ る こ と を 考 慮 し､ 開 眼 姿 勢 と あ わ せ て 開 眼

姿 勢 に よ る 脳 波 測 定 を 行 っ た｡ ま た､ 森 林 内 に お け る 通 常 の ヒ トの

表-16 生理実験の被験者
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活 動 形 態 を 考 慮 し ､ 椅 座 位 と 立 位 及 び 歩 行 の 3姿 勢 に よ る 脳 波 の 測

定 を 行 っ た｡

し た が っ て､ 各 実 験 地 に お け る 実 験 は､ 椅 座 位 開 眼 安 静､ 椅 座 位

開 眼 安 静 ､ 立 位 開 眼 安 静 ､ 立 位 開 眼 安 静 及 び ､ 360m 区 間 (第 1､ 2

回 実 験 時 は 400m 区 間 ) の 歩 行 (40m / 分 程 度 ) の 各 姿 勢 で 行 っ た

(写 真 -7)｡

各 姿 勢 の 継 続 時 間 は ､ 椅 座 位 が 15分 (一 部 10分 ) ､ 立 位 が 5分 ､

歩 行 が 約 9分 で あ る ○ た だ し ､ 室 内 1及 び 室 内 2に お い て は 椅 座 位

開 眼､ 椅 座 位 開 眼 各 15分 の み 行 っ た｡

既 往 の 研 究 に お け る 脳 波 の 測 定 時 間 は､ 兜 〔22力こよ る 2- 3分 間 の

測 定 が 最 も 長 く､ 多 田 ら (68)は 60秒､ 三 島 ･藤 井 (35), 中 村 ･藤 井

(41)は 5秒 間 で あ る｡ し た が っ て 本 研 究 の 5- 15分 の 測 定 は 例 の な い

長 時 間 の 測 定 で あ る｡

脳 波 の 測 定 は､ 国 際 脳 波 ･臨 床 神 経 生 理 学 会 連 合 標 準 電 極 配 置 法

(TEN-T… TY ELECTRODE SysTEX) に よ る 電 極 配 置 の Fpl- 左 前 頭 極 部 に

相 当 す る 頭 皮 上 に お い た 探 査 電 極 と 左 耳 菜 に お い た 基 準 電 極 と の 間

で 基 準 電 極 導 出 法 に よ り 行 っ た (図 - 18)0

a波 は 通 常､ 後 頭 部 に 優 勢 に 出 現 す る と さ れ る (54)が､ 本 研 究 で

は 屋 外 に お け る 移 動 を と も な う 実 験 で あ る こ と か ら､ 電 極 の 脱 着 が

容 易 で あ る 前 頭 極 部 か ら の 導 出 を 採 用 し た も の で あ るo

-il宿し
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Fpl-左前頭極部 (Frontalpo一e)

Fp2=右前頭極部

F,=左前頭部 (Frontal)

F.=右前頭部

C,=左中心部 (Central)

C一=右中心部

P｡-左頭頂部 (Parietal)
P.=右頭頂部

0.=左後頭部 (Occipital)

0 2=右後頭部

F,=左側頭前部 (anteriorTempora一)

F8=右側頭前部
T3=左側頭中央部 (mid-Tempora一)

T.=右側頭中央部

T5=左側頭後部 (posteriorTemporal)
T6=右側頭後部
Fz=正中前頭部

Cz=正中中心部 (V-Vertex頭蓋頂部)

Pz-正中頭頂部

図-18 脳波電極の装着位置

国際標準 (10/20)法による脳波電極装着位置図

●は実際に電極を装着 した位置を示す

大熊 (1992)による原図を一部改変 した
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ドpl- 左 前 頭 極 部 か ら の 基 準 電 極 導 出 に つ い て は ､ 予 愉 実 験 を 行

い ､ 10.0/上V以 上 ま た は 7.5〃Ⅴ以 上 の 検 出 で α波 出 現 の 傾 向 が 捕 捉

可 能 で あ る こ と を 確 認 し た ｡ な お ､ Fp2- 右 前 頭 極 部 に は ア ー ス 電

極 を お い た ｡

取 り 出 し た 脳 波 は 多 用 途 脳 波 計 (バ ラ ン ス α メ ー タ - 301D: 日 本

電 気 三 栄 製 :図 - 19) に よ り 測 定 し､ 8- 14Hz(10･0〃Ⅴ以 上 ま た は

緊張は和レベルパー

判定タイムカウンタ

センサーベルト用ジ

L7ンウーチェックランプ

ケインU]限スイッチ

カウンタースイッチ

カウンターlJtzツトJボタン

フロン トパ ネ ル

センサーベル ト

アルファタイム

カウンター

バッテリー

チェックランプ

測 定 状 態

セ ンサー ベル トを額 に 当てて締 め､

イヤー ク リップで左耳柔 をは さむ｡

図 -19 脳波計 (バ ランス αメー ター301D)
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7.5〃V以 上 ) の a波 検 出 信 号 を デ ジ タ ル オ ー デ ィ オ テ ー プ レ コ ー ダ

ー (TCD-D7:SONY製 ) に 記 録 し た｡ 記 録 し た 脳 波 検 出 信 号 は 後 に 再

生 し て α 波 の 出 現 時 間 を 分 析 に 供 し た｡

脳 波 の 検 出 レ ベ ル に つ い て は､ 予 備 実 験 の 結 果､ 開 眼 時 に は 10･0

〟†以 上 の 測 定 で α波 出 現 の 傾 向 が 捕 捉 可 能 で あ る が ､ 開 眼 時 に は

10.0〝Ⅴ以 上 の 測 定 で は α波 が ほ と ん ど 感 知 さ れ ず ､ 7･5〟Ⅴ以 上 の

測 定 で α 波 の 出 現 傾 向 が 捕 捉 可 能 で あ る こ と が わ か っ た た め､ 閉 眼

時 の 測 定 は 10･0〝Ⅴ以 上､ 開 眼 時 の 測 定 は 7･5〃Ⅴ以 上 で 行 っ た｡

以 上 の と お り ､ 本 研 究 に お い て は 以 下 ､ Fpl- 左 前 頭 極 部 に お け

る 基 準 電 極 導 出 法 に よ る 8- 14Hz(開 眼 時 :10･0〃Ⅴ以 上､ 開 眼 時 :

7.5〟†以 上 ) の 脳 波 の 記 録 を α波 出 現 と し て 扱 う こ と と す る｡

得 ら れ た デ ー タ の 分 析 は a波 百 分 率 (percenttimealpha) (54)

に 準 じ ､ 各 回 の 実 験 に お け る 測 定 時 間 内 の α 波 の 毎 分 の 出 現 時 間

(秒 / 分 ) の 平 均 値 に つ い て 行 っ たo

た だ し､ 被 験 者 B の 第 4回 実 験 及 び 第 6回 実 験 で は 記 録 装 置 の 故 障

に よ り デ ー タ の 一 部 が 得 ら れ な か っ た た め､ 分 析 の 対 象 外 と し たo

分 析 は ま ず､ 各 被 験 者 の a 波 出 現 の 基 礎 的 な レ ベ ル を 比 較 す る た

め に､ 全 実 験 を 通 じ て の 室 内 1及 び 室 内 2の 椅 座 位 開 眼 に お け る 全 実

験 の α 波 の 出 現 時 間 総 平 均 値 に つ い て 行 っ たo ま た､ 各 回 の 実 験

に お け る a 波 出 現 の 基 礎 的 な レ ベ ル を 比 較 す る た め に ､ 室 内 1お よ
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び 室 内 2の 椅 座 位 開 眼 に お け る α 波 出 現 時 間 平 均 値 に つ い て 検 討 し

た｡

こ れ ら の 検 討 か ら､ 後 記 の と お り､ 両 被 験 者 の α波 出 現 型 が 異 な

る こ と､ 同 一 被 験 者 で も 実 験 日 に よ り α 波 出 現 時 間 に 差 が あ る こ と

が 明 ら か と な っ た た め､ 被 験 者 相 互 の 比 較 検 討､ 同 一 被 験 者 で も 異

な る 実 験 日 相 互 の 比 較 検 討 を 行 う こ と は 不 適 当 で あ る と 考 え ら れ た｡

ま た ､ 閉 眼 時 に は 10･0〃Ⅴ以 上 ､ 開 眼 時 に は 7･5〟V以 上 の α波 を

測 定 し て い る こ と か ら､ 閉 眼 時 と 開 眼 時 を 相 互 に 比 較 検 討 す る こ と

も不 適 当 で あ る と 考 え ら れ た｡

し た が っ て､ 分 析 は 被 験 者 別､ 実 験 日 別､ 姿 勢 別 に 行 う こ と と し､

同 一 実 験 日､ 同 一 被 験 者 の A 区､ D 区､ 草 地 に お け る 同 一 姿 勢 の ｡

披 出 現 時 間 平 均 値 に つ い て 検 討 し､ 分 散 分 析 法 に よ り 実 験 地 相 互 の

比 較 検 討 を 行 っ た ｡ た だ し ､ 前 記 の 理 由 か ら ､ 第 3回 実 験 の 被 験 者

A､ 第 4回 実 験 及 び 第 6回 実 験 の 被 験 者 B に つ い て は､ 分 析 の 対 象 外

と し た｡

ま た､ 生 理 実 験 時 の 温 熱 環 境 を 明 ら か に す る た め､ 生 理 実 験 時 の

A区､ D 区､ 草 地 に お い て (真 一 17) の 観 測 機 器 に よ る 気 温､ 相 対

湿 度 ､ 風 速 の 測 定 ､ 前 記 (Ⅲ 章 ) の 観 測 機 器 (前 掲 表 - 3) に よ る

全 天 日 射 量 の 測 定 を 行 っ た○ カ タ 温 度 計 の 計 測 値 に よ る 風 速 の 算 出

は 次 式 〔77力こよ り 行 っ たo な お､ 室 内 に お い て は 気 温 の み 測 定 し た｡
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H/∂ ≦ 0.60の 場 合

Ⅴ=((H/∂-0.20)/0.40)2

H/♂ )0.60の 場 合

Ⅴ=((H/β一0.13)/0.47)2

た だ し Ⅴ :風 速 (m/sec)

H :カ タ 冷 却 力 H = F / t (m c a l / cm / se c )

F :カ タ フ ァ ク タ ー (mcal/cni)

t :ア ル コ ー ル 柱 の 下 降 時 間 (sec)

♂ :36.5-Ta(oC )

Ta :気 温 (oC )

実 験 時 の 温 熱 環 境 に つ い て 要 約 す る (表 - 18)｡ 気 温 は 10oC前 後

の 比 較 的 気 温 の 低 い 日 (第 1､ 6回 実 験 ) と､ 20oC前 後 の 比 較 的 気 温

の 高 い 日 (第 4､5､7回 実 験 ) ､ 及 び 15℃ 前 後 と 気 温 が 中 程 度 の 日

義-17 生理実験時の温熱環境観測機器

定 項 目 観 測

球 温 度 アスマン乾湿温度計

球 温 度 アスマン乾湿温度計

速 カタ寒暖計

測

一

乾
湿

風

全

機 器

天 日 射 量 シリコンフォトダイオード日射計 (自製)

シリコンフォトダイオード日射計はネオ日射計で検定
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表-18 生理実験時の温熱環境

No 実.験 日 場所

1 1993年 5月15日 A区

D区

草地

室内1

室内2

2 1993年 6月10日 A区

D区

草地

室内1

室内2

3 1993年 7月16日 A区

D区

草地

室内1

室内2

4 1993年 7月23日 A区

D区

草地

室内1

_______" 告白_i
5 1993年 9月 1日 A区

D区

草地

室内1

室内2

6 1993年10月14日 A区

D区

草地

室内1

室内2

7 1994年 6月 8日 A区

D区

草地

室内1

室内2
SATは SOLAlRTEMPERATURE

室内1､室内2は気温のみ測定

気 温 相対湿度 風 速 全天日射量 SAT

(oC) (%) (m～ (oC)
1.4 1.20 19.7

0.7 1.46 21.7

1.3 2.07 29.2

10.8 66

10.5 71
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(第 2､ 3回 実 験 ) が あ る｡

同 一 実 験 日 の 実 験 地 相 互 の 比 較 で は､ 気 温 に 一 定 の 傾 向 を み い だ

す こ と は で き な い. こ の こ と は､ 得 た デ ー タ が 各 実 験 地 ･実 験 時 の

観 測 デ ー タ で､ 同 時 計 測 の デ ー タ で は な い こ と が 一 因 と 考 え ら れ る｡

相 対 湿 度 は 第 2､ 3回 実 験 時 に､ 特 に 高 い 値 が み ら れ る が､ 降 雨 の

影 響 と 考 え ら れ るo 実 験 地 相 互 の 比 較 で は､ 気 温 と 同 様 一 定 の 傾 向

は み ら れ な い｡ 風 速 は､ 全 実 験 を 通 じ て 低 い レ ベ ル に あ り､ や は り

一 定 の 傾 向 は み ら れ な い｡ 全 天 日 射 量 は 第 1回 実 験 を 除 き､ D 区 <

A 区 < 草 埠 の 傾 向 が 明 ら か で あ るo

さ ら に SoL AIR TEIPERITURE を 求 め た と こ ろ ､ 全 天 日 射 量 と 同 様 ､

第 1回 実 験 を 除 い て D 区 < A 区 < 草 地 の 傾 向 が 明 ら か で あ る｡

し た が っ て ､ 生 理 実 験 時 の 温 熱 環 境 は 気 温 ､ 相 対 湿 度 ､ 風 速 に

お い て は 一 定 の 傾 向 が み ら れ な い が ､ 全 天 日 射 量 及 び SoL AIR

TEXPER̂TURE に お い て は お お む ね D 区 < A 区 < 草 地 の 傾 向 が み ら れ たo

2. 結 果

室 内 1及 び 室 内 2の 椅 座 位 閉 眼 に お け る α 波 出 現 時 間 の 全 実 験 を 通

じて の 平 均 値 は ､ 被 験 者 Aが 6･6秒 / 分 ､ 被 験 者 Bが 19･3秒 / 分

で､ 出 現 率 は 被 験 者 A が 11.0%､ 被 験 者 Bが 32･2% で あ っ たo

Davisに よ る 分 類 (54)で は 被 験 者 A は a 波 劣 性 型､ 被 験 者 B は 混 合
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α波 型 に 相 当 し､ 両 被 験 者 の α波 出 現 型 が 異 な る こ と が わ か っ た｡

こ の た め､ 被 験 者 相 互 を 比 較 検 討 す る こ と は 不 適 当 で あ る と 考 え

られ た｡ な お､ 室 温 は 各 実 験 時 に 平 均 23･1- 30･4oCで あ り (前 掲 表

-18)､ 7回 の 実 験 を 通 じ て あ る 程 度 安 定 し た 環 境 下 に あ っ たo

ま た､ 各 回 の 実 験 に お け る 室 内 1及 び 室 内 2の 椅 座 位 開 眼 に お け る

α波 の 出 現 時 間 平 均 値 は､ 被 験 者 A で は 0･9- 15･8秒 / 分 (義 - 19)､

被 験 者 Bで は 5･5- 41･0秒 / 分 (真 一 23)､ 椅 座 位 開 眼 に お い て は､

被 験 者 A で は 0･9- 19･2秒 / 分 (真 一 20)､ 被 験 者 B で は 0･1- 26･6

秒 / 分 (真 一 24) と 帽 が あ り､ α波 の 出 現 時 間 の レ ベ ル は､ 同 一 被

験 者､ 同 一 実 験 場 所 で も 実 験 日 に よ り 違 い が あ り､ 異 な る 実 験 日 相

互 を 比 較 検 討 す る こ と は 不 適 当 で あ る こ と が わ か っ たo

な お､ 歩 行 時 に は α波 (7･5〃Ⅴ以 上 ) の 出 現 が み ら れ な か っ た た

め､ 分 析 対 象 か ら 除 外 し た○

し た が っ て ､ 以 下 の 分 析 は ､ 被 験 者 Aで は 第 3回 を 除 く各 実 験 ､

被 験 者 B で は 第 4回 及 び 第 柑 実 験 を 除 く各 実 験 の A 区､ D 区 及 び 草

地 に お け る 椅 座 位 閉 眼､ 椅 座 位 開 眼､ 立 位 閉 眼､ 立 位 開 眼 の α 波 出

現 時 間 平 均 値 に つ い て 行 う こ と と す る｡

被 験 者 Aの 椅 座 位 開 眼 (前 掲 表 - 19) で は 第 1､ 2､ 4､ 5､ 7回 実

験 に お い て ､ D 区 の α波 出 現 時 間 が 最 も 多 く ､ 第 6回 実 験 に お い て

は A 区 が 最 も 多 い｡
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椅 座 位 開 眼 (前 掲 真 一 20) で は 第 1､ 4､ 5､ 7回 実 験 に お い て D 区

が 最 も 多 く､ 第 2､ 6回 実 験 に お い て は A 区 が 最 も 多 い｡

立 位 開 眼 (表 -21) で は ､ 第 2､ 4､ 5､ 6､ 7回 実 験 に お い て A区

が 最 も 多 く､ 第 1回 実 験 に お い て は D 区 が 最 も 多 いo

立 位 開 眼 (真 一22) で は 第 1､ 4､ 5回 実 験 に お い て A区 が 最 も 多

く､ 第 2､ 6､ 7回 実 験 に お い て は D 区 が 最 も 多 いo

す な わ ち､ 被 験 者 A の 場 合､ 6回 の 実 験 ×4種 の 姿 勢 の 計 24組 の う

ち､ D 区 が 最 も 多 い 例 が 13組､ A 区 が 最 も 多 い 例 が 11組 あ る が､ 草

地 が 最 も 多 い 例 は な く､ い ず れ の 姿 勢 に お い て も 森 林 に お け る ｡ 披

出 現 時 間 平 均 値 が 草 地 よ り 多 い 傾 向 が み ら れ るo

被 験 者 Bの 椅 座 位 開 眼 (前 掲 真 一 23) で は 第 3､ 4､ 5､ 6回 実 験 に

ぉ い て A 区 の α波 出 現 時 間 平 均 値 が 最 も 多 く､ 第 1､ 2回 実 験 に お い

て は 草 地 が 最 も 多 く､ 第 7回 実 験 に お い て は D 区 が 最 も 多 いo

椅 座 位 開 眼 (前 掲 表 - 24) で は 第 1､ 3､ 5､ 7回 実 験 に お い て A区

が 最 も 多 く､ 第 2､ 4､ 6回 実 験 に お い て は D 区 が 最 も 多 いo

立 位 閉 眼 (表 - 25) で は 第 2､ 3､ 4回 実 験 に お い て 草 地 が 最 も 多

く､ 第 1､ 6回 実 験 に お い て は A区 が 最 も 多 く､ 第 5､ 7回 実 験 に お い

て は D 区 が 最 も 多 い｡

立 位 開 眼 (表 - 26) で は 第 1､ 2､ 5､ 6回 実 験 に お い て D 区 が 最 も

多 く､ 第 3､ 4､ 7回 実 験 に お い て は A 区 が 最 も 多 い｡
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義-19 α波出現時間平均値 (被験者A椅座位開眼)

実 験 場所 時間 α波出現時間 (秒/分)

No 実施年月日 (分) 平均 (SD) 範囲

1 1993.5.15 A 15
D 15

草地 15

室内1 15
室内2 15

5.3(±6.4) 0-18
6.2(±6.6) 0-21

5.7(±4.9) 0-15

15.8(±13.6) 0-38
5.3(±4.3) 0-14

2 1993.6.10 A 10 3.1(±4･9) 0-13
D 10 3.5(±2.8) 0-8

草地 10 2.0(±3.1) 0-8

室内1 15 1.7(±2.8) 0-9
室内2 15 2.2(±2.7) 0-8

4 1993.7.23 A 15
D 15

草地 15

室内1 15
室内2 15

3.2(±3,8) 0-10
4.3(±5.2) 0-17

1.9(±3.2) 0-10
0.9(±上6) 0-5
4.3(±4.1) 0-12

5 1993.9.1 A 15
D 15

草地 15

室内1 15

室内2 15

6 1993.10.14 A 15
D 15

草地 15

室内1 15

室内2 15

4.9(±5.0) 0-17

10.5(±8.5) 0-26
8.1(±11.4) 0-45

9.6(±9.4) 0-37

7.0(±8.6) 0-28
1.2(± 2.9) 0-ll

0.5(±0.7) 0-2
0.3(±0.6) 0-2

2.7(±2.9) 0-8

2.1(±2.8) 0-9

7 1994.6.8 A 15
D 15

草地 15
室内1 15
室内2 15

7.7(±6.5) 0-23

19.3(±10.3)

12.7(±9.3)
10.8(±7.6)

13.7(± 7.8)

2

6

8
3

4

2

2
3

l

一
一
一

2

0

0
3
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義-20 α波出現時間平均値 (被験者A椅座位開眼)

実 質夷 場所 時間 α波出現時間 (秒/分)

No 実施年月日 (分) 平均 (SD) 範囲

1 1993.5.15 A 10
D 10

草地 10
室内1 15
室内2 15

3.0(±5.2) 0-15
8.8(±4.9)
0.8(±1.5)
9.6(±5.8)
12.3(±7.7)

6
4
9
5

1

1
2

一
r
(
t

0
0
0
0

2 1993.6.10 A 15
D 15

草地 15
室内1 15
室内2 15

6.1(±6.1)
2.3(±3.4)
1.1(±1.6)

9
0
5

LJi
LL■l■L

r
I
I

0
0
0

3.3(±5.5) 0-17
3.0(±5.8) 0-20

4 1993.7.23 A 15
D 15

草地 15
室内1 15
室内2 15

1.1(±1.5) 0-5
4.7(±4.7)
0.0(±0,0)
0.9(±1.5)

4
0
4

L,i一
l
一

〇
〇
〇

16.5(±8.1) 2-29
5 1993.9.1 A 15

D 15

草地 15
室内1 15

室内2 15

4.7(±4.9) 0-14
6.5(±8.1) 0-31
2.7(±2.8) 0-8
1.6(± 2.7) 0-10

3.0(±4.3) 0-15
6 1993.10.14 A 15 3.7(±3.9)

D 15 2.4(±4.6)
草地 15 0.7(±2.3)
室内1 15 6.0(±6.9)
室内･2 15 19.2(±14.3)

7 1994.6.8 A 15 0.3(±0.7)

0.13
0.17

0.9
0--3
0.-2一0-2

6
7
0
0

7
0
1
01

山九
向乱
盾■日
向汎

LJl
ri
ri
r-

D

靴

抑

抑

(±8.0) 0-28
(±2.6) 0-10
(±2.2) 0-8
(±8.6) 0-29
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義-21 α波出現時間平均値 (被験者A立体閉眼)

実 験 場所 時間 α波出現時間 (秒/分)
No 実施年月日 (分) 平均 (SD) 範囲

1 1993.5.15 A 5 3.6(±4.2) 0-10
D 5 8.2(±4.8) ト14
草地 5 7.8(±5.4) 0-13

2 1993.6.10 A 5
D 5

草地 5

10.4(士10.6) 0-26
3.0(±2.4) 0-6
6.0(±2.2) 3-9

4 1993.7.23 A 5
D 5

草地 5

1.6(±2.5) 0-6
0.6(±0.9) 0-2
1.2(±1.1) 0-3

5 1993.9.1 A 5

D 5

草地 5

9.7(± 5.7) 2-15

2.4(±2,5) 0-6
8.8(±2.6) 6-13

6 1993.10.14 A･ 5
D 5

草地 5

1,2(±1.8) 0-4
0.0(±0.0) 0-0

0.6(±0.9) 0-2
7 1994.6,8 A 5

D 5
草地 5

16.0(±8.8) 8-29

14.0(±12.9) 2-36
ll.8(±8.4) 5-26

義-22 α波出現時間平均値 (被験者A立体開眼)

実 験 場所 時間 α波出現時間 (秒/分)

No 実施年月日 (分) 平均 (SD) 範囲

1 1993.5.15 A 5 9.0(± 7.7) ト20

D 5 0.8(±1.3)
草地 5 1.2(±1.6)

3
3
一
一

〇
〇

2 1993.6.10 A 5
D 5

草地 5

0.6(±0.9)
2.0(± 1.9)

～
4
一
(

0
0

1.8(±3.5) 0-8
4 1993.7.23 A 5

D 5

草地 5

2.6(± 3.2) 0-8
2.2(±2.7) 0-6

0.0(±0.0) 0-0
5 1993.9.1 A 5

D 5

草地 5

4.8(± 5.2) 0-13
3.2(±3.1) 0-7

3.6(±5.1) 0-12
6 1993.10.14 A 5

D 5

草地 5

3.0(±2.8) 0-6

3.8(±3.4) 0-9
0.0(±0.0) 0-0

7 1994.6.8 A 5
D 5

草地 5

0.8(±1.1) 0-2
6.2(±8.7) 0-21
2.6(±5.8) 0-13
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義-23 α波出現時間平均値 (被験者B椅座位閉眼)

実 験 場所 時間 α波出現時間 (秒/分)

No 実施年月日 (分)

1 1993.5.15 A 15
D 15

草地 15
室内1 15
室内2 15

平均 (SD) 範囲

13.4(±9.2) 0-34
ll.1(±15.1) 0-45

15.5(±19.0) 0-50
8.5(±11.7) 0-36
7.3(±9.5) 0-30

2 1993.6.10 A 10 25.1(±19.8) 3-57

D 10 25.2(±18.3) 0-45

草地 10 37.8(±13.0)20-59

室内1 15 33.8(±11.6) 12-54
室内2 15 21.3(±19.7) 0-49

3 1993.7.16 A 15
D 15

草地 15
室内1 15
室内2 15

22.1(士9.9) 6-39
9.5(±16.3) 0-43
19.0(j=12.8) 0-44
19.8(±18.7) 0-50
18.8(±8.3) ト30

4 1993.7.23 A 15
D 15

草地 15
室内1 15

室内2 15

20.9(±14.3) 0-44
ll.0

13.2(±10.7) 0-39
12.2(±12.5) 0-36

5.5(±4.2) 0-16
5 1993.9.1 A 15

D 15

草地 15
室内1 15

室内2 15

24.8(±21.2) 0-57

7.5(±7.6) 0-21
17.2(±20.0) 0-59
7.4(±9.8) 0-33
16.1(±14.3) 0-35

6 1993.10.14 A 15 42.8

D 15 22.5(±18.0) 0-48
草地 15 35.9(±14.9) 2-59
室内1 15 29.7(±19.7) 4-56
室内2 15 41.0(±41.1) 25-59

7 1994.6.8 A 15
D 15

草地 15
室内1 15
室内2 15

19.5(±19.6) 0-53
30.6(±14.4) 6-55

20.9(±10.1) 6-41
23.7(±15.7) 5-54

30.7(_+16.8) 5-57
(注)1993.7.23のD区､1993.10,14のA区は測定
記録ミスにより平均値のみ
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義-24 α波出現時間平均値 (被験者B椅座位開眼)

実 験 場所 時間 α波出現時間 (秒/分)

No 実施年月日 (分) 平均 (SD) 範囲

1 1993.5.15 A 10

D 10

草地 10

室内1 15

室内2 15

0.9(±1.9) 0-6

0.9(±0.9) 0-2

0.0(+_0.0) 0-0

0.1(±0.3) 0-1

2.6(±2.9) 0-8

2 1993.6.10 A 15

D 15

草地 15

室内1 15
室内2 15

2.5(士2.8) 0-9

18.7(±7.3) 9-32

0.3(±0.6) 0-2

0.3(±1.0) 0-4

16.3(±10.3) 1-38

3 1993.7.16 A 15 16.5(±9.0) ∠ト33

D 15 15.3(±9.2) 0-35
草地 15 0.0(±0.0) 0-0

室内1 15 11.7(±10.4) 0-28

室内2 15 1.3(±2.4) 0-9
4 1993.7.23 A 15

D 15

草地 15

室内1 15

室内2 15

6.1(±5.6) 0-17
6.2

1.9(±2.1) 0-6

8.2(±6.6) 0-20

26.6(±16.4) 0-51
5 1993.9.1 A 15

D 15

草地 15

室内1 15

室内2 15

25.9(±13.0) 10-51

9.9(±8.1) 0-29

16.2(±12.6) ト37

7.5(±10.9) 0-38

2.8(±3.8) 0-13
6 1993.10.14 A 15 0.3

D 15

草地 15
室内1 15

室内2 15

18.3(±11.8) 0-40

0.1(±0.4) 0-1
ll.7(± 6.5) 4-25

0.5(±0.9) 0-3
7 1994.6.8 A 15

D 15

草地 15
室内1 15

室内2 15

13.3(±11.4) 0-33
2.6(±2.9) 0-9

0.0(±0.0) 0-0

0.4(±0.9) 0-3

2.3(±3.6) 0-13
(漢)1993.7.23のD区､1993.10.14のA区は測定

記録ミスにより平均値のみ
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す な わ ち､ 被 験 者 Bの 場 合､ 7回 の 実 験 ×4種 の 姿 勢 の 計 28組 の デ

一 夕 の う ち A 区 が 最 も 多 い 例 が 13組､ D 区 が 最 も 多 い 例 が 10組､ 草

地 が 最 も 多 い 例 が 5組 あ り ､ 森 林 に お け る α 波 出 現 時 間 平 均 値 が 辛

地 よ り 多 い 例 が 多 い が､ 特 に 開 眼 に お い て は 草 地 が 最 も 多 い 例 は な

く､ 森 林 に お け る α 波 出 現 時 間 平 均 値 が 草 地 よ り 多 い傾 向 が み ら れ

義-25 α波出現時間平均値 (被験者B立体閉眼)

実 験 場所 時間 α波出現時間 (秒/分)

No 実施年月日 (分) 平均 (SD) 範囲

1 1993.5.15 A 5 30.0(±14.1) 6-42

D 5 28.6(±14.3) 8-44

草地 5 13.4(±5,5) 7-21
2 1993.6.10 A 5

D 5

草地 5

41.8(±2.3) 39-45

43.2(±16.5) 14-53

48.0(±11.6) 28-57

3 1993.7.16 A 5

D 5

草地 5

28.6(± 8.9) 17-41

28.6(±18.1) 15-53

31.2(±21.6) 3-50

4 1993.7.23 A 5 17.2(±12.7) 5-37

D 5 15.4

草地 5 18.6(±10.0) 8-32
5 1993.9.1 A 5

D 5

草地 5

12.2(± 8.2) 3-25

19.8(±17.4) 0-38

10.4(±8.9) 0-24
6 1993.10.14 A 5

D 5

草地 5

48.8

42.4(±13.5) 21-55

30.8(±11.4) 16-42

7 1994.6.8 A 5

D 5

草地 5

17.8(± 7.9) 6-26

30.4(±19.9) 7-54

14.8(± 7.3) 7-24
(注)1993.7.23のD区､1993.10.14のA区は測定

記録ミスにより平均値のみ
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次 に､ α 波 出 現 時 間 平 均 値 に つ い て､ 分 散 分 析 法 に よ り A 区､ D

区､ 草 地 相 互 の 有 意 差 の 検 定 を 行 っ た｡ そ の 結 果､ 被 験 者 A で は､

計 6回 の 実 験 の 72組 の 関 係 の う ち 11例 で α 波 出 現 時 間 平 均 値 に 危 険

率 5%以 上 の 水 準 で 有 意 差 が 認 め ら れ た (表 - 27)｡

有 意 差 の 認 め ら れ た 11例 の う ち 7例 は 椅 座 位 開 眼 に お け る も の で

あ り､ そ の ほ か の 姿 勢 で 有 意 差 が 認 め ら れ た の は 椅 座 位 閉 眼 に 1例､

立 位 開 眼 に 1例､ 立 位 開 眼 に 2例 で あ っ た｡

義-27 α波出現時間平均値の試験区､草地相互の有意差 (被験者A)

棉 位開眼 椅 位開眼 立位開眼 立位開娘
1.1993.5.15
A区 D区 草地 A区 D区 草地 A区 D区 草地 A区 D区 草地

A区 A区
D区 D区

草地 草地

++ - A区 A区 + +

** D区 D区

草地 草地

2.1993.6.10
A区 D区 草地 A区 D区 草地 A区 D区 草地 A区 D区 草地

A区 A区

D区 D区

草地 草地

一 書* A区 A区

D区 D区

草地 草地

4.1993.7.23
A区 D区 草地 A区 D区 草地 A区 D区 草地 A区 D区 草地

A区 A区 榊 - A区 A区
D区 D区

草地 草地

5.1993.9.1
A区 D区 草地

A区 A区
D区 D区

草地 草地

** D区 D区

草地 草地

A区 D区 草地 A区 D区 草地 A区 D区 草地
A区 + - A区
D区 D区

草地 草地

6.1993.10.14
A区 D区 草地 A区 D区 草地 A区 D区 草地 A区 D区 草地

A区 A区

D区 D区
草地 草地

7.1994.6.8
A区 D区 草地

A区 十十 一 A区
D区 D区

草地 草地

A区 A区
D区 D区

草地 草地

A区 D区 草地 A区 D区 草地 A区 D区 草地
榊 - A区 A区
++ D区 D区

草地 草地

++:有意水準1%.+:有意水準5%.-:有意差なしを表す
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実 験 地 相 互 の 有 意 差 が 最 も 多 く 認 め ら れ た 椅 座 位 開 眼 の 7例 は 第

1､ 2､ 4､ 7回 実 験 に お け る も の で あ る｡ そ れ ら の 内 訳 は､ 第 1､ 4､

7回 実 験 に お い て は D 区 が A 区 及 び 草 地 よ り α 波 出 現 時 間 平 均 値 が

多 く ､ 第 2回 実 験 に お い て は A 区 が 草 地 よ り α 波 出 現 時 間 平 均 値 が

多 い も の で あ る (図 - 20)0

す な わ ち､ 椅 座 位 開 眼 に お い て α波 出 現 時 間 平 均 値 に 有 意 差 の 認

め ら れ た 4実 験 ､ 7例 の う ち D 区 が 他 よ り 多 い 例 が 6例 ､ A 区 が 他 よ

り 多 い 例 が 1例 で あ り､ 草 地 が A 区､ D 区 よ り 多 い 例 は な いo

ま た､ 他 の 姿 勢 で 有 意 差 の 認 め ら れ た 4例 は､ 椅 座 位 開 眼 で は 第 7

回 実 験 に お い て D 区 が A 区 よ り 多 く ､ 立 位 開 眼 で は 第 5回 実 験 に お

い て A 区 が D 区 よ り 多 く ､ 立 位 開 眼 で は 第 1回 実 験 に お い て A 区 が

D 区 及 び 草 地 よ り 多 い も の で あ り､ 草 地 が A 区､ D 区 よ り 有 意 に 多

い 例 は み ら れ な い｡

被 験 者 B で は ､ 計 5回 の 実 験 の 60組 の 関 係 の う ち 12例 で α 波 出 覗

時 間 平 均 値 に 危 険 率 5% 以 上 の 水 準 で 有 意 差 が 認 め ら れ た (真 一 28)o

有 意 差 の 認 め ら れ た 12例 の う ち 7例 は 椅 座 位 開 眼 に お け る も の で あ

り ､ そ の 他 の 姿 勢 で 有 意 差 が 認 め ら れ た の は 椅 座 位 閉 眼 に 2例 ､ 立

位 開 眼 に 3例 で あ っ た｡

実 験 地 相 互 の 有 意 差 が 最 も 多 く 認 め ら れ た 椅 座 位 開 眼 の 7例 は 第 2､

3､ 5､ 7回 実 験 に お け る も の で あ る｡ そ の 内 訳 は､ 第 2回 実 験 で は D
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図-20 α波発生時間平均値の比較

(被験者A･椅座位開眼)
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区 が A 区 及 び 草 地 よ り α 波 出 現 時 間 平 均 値 が 多 く ､ 第 3回 実 験 で は

A 区 及 び D 区 が 草 地 よ り 多 く､ 第 5回 実 験 で は A 区 が D 区 よ り 多 く､

第 7回 実 験 で は A 区 が D 区 よ り 多 い も の で あ る (図 - 21)｡

す な わ ち､ 椅 座 位 開 眼 に お い て α波 出 現 時 間 平 均 値 に 有 意 差 の 認

め ら れ た 4実 験 ､ 7例 の う ち A 区 が 他 よ り 多 か っ た 例 が 4例 ､ D 区 が

他 よ り 多 か っ た 例 が 3例 で あ り ､ 草 地 が A 区 ､ D 区 よ り 有 意 に 多 い

例 は み ら れ な い｡

義-28 α波出現時間平均値の試験区､草地相互の有意差 (被験者B)

棉 位開眼 椅 位開眼 立位開眼 立位開眼

1.1993,5.15
A区 D区 草地 A区 D区 草地 A区 D区 草地 A区 D区 草地

A区 A区

D区 D区

草地 草地

A区 A区

D区 D区

草地 草地

2.1993.6.10
A区 D区 草地 A区 D区 草地 A区 D区 草地 A区 D区 草地

A区 A区 ** - A区 A区

D区 D区 ** D区 D区

草地 草地 草地 草地

3.1993.7.16
A区 D区 草地 A区 D区 草地 A区 D区 草地 A区 D区 草地

A区 * - A区
D区 D区

草地 草地

5.1993,9.1
A区 D区 草地

A区 * - A区
D区 D区

草地 草地

7.1994.6.8

一 柳 A区 A区 - *
** D区 D区

草地 草地

A区 D区 草地 A区 D区 草地 A区 D区 草地
* - A区 A区

D区 D区

草地 草地

A区 D区 草地 A区 D区 草地 A区 D区 草地 A区 D区 草地
A区 * * A区 A区 * 事

D区 D区 D区

草地 草地 草地

++:有意水準1%,I:有意水準5%.-:有意差なしを表す
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図-21α波発生時間平均値の比較

(被験者B･椅座位開眼)
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ま た､ 他 の 姿 勢 で 有 意 差 の 認 め ら れ た 5例 は､ 椅 座 位 閉 眼 で は 第 3､

5回 実 験 に お い て A 区 が D 区 よ り 多 く､ 立 位 開 眼 で は 第 3回 実 験 に お

い て A 区 が 草 地 よ り 多 く ､ 第 7回 実 験 に お い て A 区 が D 区 及 び 草 地

よ り 多 く､ 5例 す べ て が A 区 が 他 よ り 多 い も の で あ り､ 草 地 が A 区､

D区 よ り 有 意 に 多 い 例 は み ら れ な い｡

な お､ 被 験 者 A の 椅 座 位 開 眼 に お け る 第 4､ 7回 実 験､ 被 験 者 Bの

椅 座 位 開 眼 に お け る 第 2､ 3回 実 験 な ど､ 室 内 1と 室 内 2の α波 出 現 時

間 平 均 値 に 較 差 が 大 き い 例 も み ら れ る が､ こ の 差 を 日 変 化 と み な し

て 各 実 験 地 の 値 を 調 整 し て も 以 上 の 結 果 に お け る 実 験 地 間 の 関 係 が

逆 転 す る こ と は な い｡

3. 考 察

同 一 被 験 者､ 同 一 実 験 地 に お い て 繰 り 返 し 行 っ た 実 験 か ら 得 ら れ

た a 波 出 現 時 間 の デ ー タ を 分 析 し た 結 果､ 被 験 者 A で は い ず れ の 姿

勢 に お い て も 森 林 に お け る α波 出 現 時 間 が 草 地 よ り 多 く､ 被 験 者 B

で も 同 様 の 傾 向 が み ら れ､ 特 に 開 眼 に お い て は 森 林 に お け る α 波 出

現 時 間 平 均 値 が 草 地 よ り 多 い こ と が わ か っ た ○

こ の こ と は､ 視 覚 刺 激 が α波 の 出 現 に 関 わ っ て い る こ と を 示 す も

の と 考 え ら れ た｡

ま た､ α 波 出 現 時 間 平 均 値 の 実 験 地 相 互 の 有 意 差 は 被 験 者 A､ B
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と も に､ 特 に 椅 座 位 開 眼 の 姿 勢 に お い て 多 く 認 め ら れ た｡ 被 験 者 A

で は D 区 が 他 の 実 験 地 よ り 多 い 例 が 7例 中 6例 と 多 く､ 被 験 者 B で は

A 区 が 他 の 実 験 地 よ り 多 い 例 が 7例 中 4例 ､ D 区 が 多 い 例 が 3例 で あ

っ た｡ す な わ ち､ 被 験 者 A､ B の い ず れ に お い て も､ 椅 座 位 開 眼 に

お い て 最 も 多 く α波 出 現 時 間 に 有 意 差 が 認 め ら れ､ い ず れ も 草 地 よ

り 森 林 に お け る α 波 出 現 時 間 平 均 値 が 多 い 例 で あ る○

し た が っ て､ 本 研 究 の 範 囲 で は､ 全 般 的 に 森 林 に お け る α 波 出 現

時 間 が 草 地 よ り 多 い 傾 向 が あ る と 考 え ら れ る｡

ま た､ 被 験 者 A の 椅 座 位 開 眼 で は D 区 が 他 の 試 験 区 よ り 多 い 例 が

最 も 多 く､ 被 験 者 B の 椅 座 位 開 眼 で は A 区 が 他 の 試 験 区 よ り 多 い 例

と､ D 区 が 他 の 試 験 区 よ り 多 い 例 が ほ ぼ 桔 抗 し て い た｡

α 波 は 被 験 者 が 安 静 状 態 に あ る か､ 緊 張､ 興 奮､ 不 穏 な ど の 状 態

に あ る か､ あ る い は､ 注 意 集 中 や 精 神 活 動 を 行 っ て い る か､ な ど に

よ り か な り 影 響 を 受 け る と さ れ て い る (54)｡

本 研 究 の 結 果 は､ 被 験 者 A被 験 者 B と も に､ 同 じ 姿 勢 に お い て も

森 林 に お い て は 草 地 よ り 緊 張 が 少 な く､ 大 脳 が 休 ま り､ く つ ろ い だ

状 態 に あ る こ と を 示 す も の と 考 え ら れ る｡

ま た､ 被 験 者 A で は D 区 に お け る α波 出 現 時 間 が 多 い の に 対 し､

被 験 者 B で は A 区 に お け る α波 出 現 時 間 が 多 い 傾 向 を 示 し､ 試 験 区

に 対 す る 反 応 に 個 人 差 が み ら れ た｡ 一 方 で､ 実 験 時 に 被 験 者 に 対 し

-96-

ー『rp



て 行 っ た 試 験 区 の 好 み を 問 う 質 問 に 対 し て､ 被 験 者 A は D 区 を､ 被

験 者 B は A 区 を 好 む と し て お り､ 上 記 の α 波 出 現 時 間 の 個 人 差 は 被

験 者 の 試 験 区 に 対 す る 好 み に 符 合 す る 結 果 で あ るo

森 林 と 草 地､ 異 な る 森 林 相 互 の 比 較 に お い て α波 の 出 現 に 特 徴 を

み い だ し た こ と は､ 被 験 者 2名 の 限 ら れ た 事 例 で は あ る が､ 固 定 し

た 場 所 で の 繰 り 返 し実 験 に よ っ て､ 森 林 と 草 地 の 違 い､ 森 林 構 造 の

違 い が ヒ トの 生 理 反 応 に 一 定 の 影 響 を 及 ぼ す こ と を 明 ら か に し た も

の で あ り､ α波 が 森 林 環 境 に お け る ヒ トの 生 理 反 応 の 評 価 指 標 と し

て 機 能 す る こ と を 明 ら か に し た も の で あ る○

な お､ 環 境 刺 激 に 対 す る 生 理 反 応 と し て は 自 律 神 経 系 の 反 応 が よ

く知 ら れ､ 研 究 例 も 多 い こ と か ら､ 本 研 究 に お い て も､ 心 拍 数 と 皮

膚 温 度 の 計 測､ 検 討 を 試 み た が､ 適 当 な 結 果 が 得 ら れ な か っ た｡
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